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令和 2年度定時総会について 6月 10日を予定しておりますが、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため政府から全国に「緊急事態宣言」が出ております。岩手県は解除になりました。 

まだ岩手県では一人も発症者が出ておりませんが、令和 2年度定時総会開催にあたり、人と

の接触を減らすということから、極力少ない人数で開催することとしました。 

つきましては、出席者を現役員及び各町(大船渡町は北、中、南、三陸町からは各 1人)から 1 

名を選考させていただき進めたいと存じます。他の会員の皆さんにおかれましては、委任状提

出による総会出席とさせていただきます。なお、互助会総会、懇親会は中止といたします。 

このご時世でありますので、皆さんには大変ご不便、ご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解

賜りますようお願いいたします。 

                  記 

１、定時総会   日時  令和２年６月１０日（水） 午前１１時 

場所  大船渡アーバン（立根町） 

2、出席方法    出席者限定  現役員、各町からの代表 1名（大船渡町は、北、中、南の各 

                １名、三陸町は 1名）、合計 22人とさせていただきます。 

                 (各町からの代表は、地域班長の中から選考いたします。) 

         委任状出席  役員、町の代表以外の会員 

3、その他     不明な点は、事務局までご連絡願います。 

■新型コロナウイルスに便乗した 「悪徳商法」 にご注意を ! 
 新型コロナウイルスを口実に公的機関などになりすまして、個人情報や口座情報などを詐取し 

ようとする詐欺事件が多く発生しております。 

つきましては、市役所や公的機関から電話やメールで問い合わせすることは、一切ありません 

ので、だまされないように電話を切る、メールは開けないなどの処置をするようお願いします。 

■当面の間、各種行事は中止といたします。 

 新型コロナウイルス感染防止のため、7月の安全・適正就業推進大会など、行事関係の開催は 

当分の間、中止とさせていただきます。 

■手作り布マスク事務所で販売中! (1枚 300円) 

 まだまだマスクが購入できず、不足していることから、センターでは、会員及び女性職員によ 

る手作り布マスクを作りました。 

会員及び一般対象に 1枚 300円で販売いたします。数量に限りがありますので、ご理解の上、 

よろしくお願いします。 

シルバーミニ情報  

 
〒022-0003大船渡市盛町字中道下 1-4 TEL:26-5124 FAX:27-8271 http://www.sjc.jp/ohfunato/  
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会員の広場  「閑
かん

董
とう

院
いん

」と「新型コロナウイルス」      立根 4班 新沼 勝寛 

疫病退散の御祈願堂      

新型コロナウイルスの感染が止まらない。日本のみならず世界中に猛威を振るっている。今や感染者数約３

９0 万人、死者 2７万人、その潮目、終息はいつのことか見当が付かない。いつ我が身に感染するか分からな

い。本当に怖い病気である。こんなときは神頼みや仏にすがってそのご利益を授かるしか方法がない。 

先日、「閑董院
かんとういん

さま」のことを思い出し、早速行ってみた。陸前高田市矢作町の馬越にあるこれまで見たこ

とのないような立派な尊師堂で、その建物に驚き、白糸の滝の絹音に静けさを感じ、凛とした空間に心があら

われた。心静かに両手を合わせ、新型コロナウイルスが家族の身に感染をしないようにお願いをしました。 

宥
ゆう

健
けん

法印禅師さまは、讃岐
さぬき

の国(現在の香川県)の生まれで、江戸時代に同町に円城寺を開基した真言宗の高

僧である。戦国の世に苦しんでいる民を救済したいと、奥州に行く途中、矢作の地に寄り今の円城寺を開山し

たという。 

 1600 年代気仙地方では悪病が蔓延し、人々の苦しみは筆舌、言語に言いつくせないものがあったという。

これを鎮
しず

めるために、宥
ゆう

健
けん

法印は誓願をたて、五穀を絶って洞窟に入り、21日間一心不乱に祈って即身成仏

した。その後気仙地方で流行った悪病は嘘のように消滅したという。 

 陸前高田市矢作町の馬越にある市指定有形文化財、「閑董
かんとう

院宥
いんゆう

健
けん

尊師堂
そんしどう

」は円城寺の奥の院であり、「閑董院
かんとういん

さま」と呼ばれ人々に慕われてきた。宮城県から三陸町までの住民らの寄進によって 1890 年(明治 23 年)、

気仙大工と山形県の彫刻師が建てたものである。 

けやき造り、銅版ぶきで竜や鳳凰など華やかな彫刻が施され、本殿の天上には曼荼羅
ま ん だ ら

が描かれている。手前の

拝殿が「四角堂」、その奥に「六角堂」がある。 

「六角堂」には円城寺を開基した真言宗の高僧・宥
ゆう

健
けん

の霊廟と五輪塔が建つ。 

 宥
ゆう

健
けん

法印の命日である旧暦の 3月 21日と、1月 21日、7月 21日に縁日が開催される。かって県内外か

らの参拝者で境内が溢れかえり、茶屋などの出店もあって一帯が大いに賑わったという。白糸の滝と尊師堂の

美しさに見とれながら、その遺徳を偲んできた。皆さんも一度は行って祈願をしてみてはどうですか。 

・・・・お守り下さっていますよ・・・・ 

 

 

 

 

◆コロナウイルス感染症について、５月の連休中に「緊急事態宣言」が一部解除

となり岩手県もその対象となったが、以前自粛することには違わない。まだ、岩

手県内では発症者がなく、全国で唯一である。◆まだまだ油断はできないので、

一人ひとりが、うつらない、うつさないという意識で行動して、お盆前にでも終息することを切

に願います。◆今回のミニ情報は行事等が少なく、２ページの内容となっております。会員の投

稿をお待ちしております。(K・Y) 

編集後記 


